
資料３

提出された意見の概要及びそれに対する区の考え方

NO. 主な意見 区の考え方

第１章 中野区交通政策基本方針について

－ － －

第２章 区の交通に関する現状と課題等

1 区内のバス便は網目のようでとて

も便利である。

路線バスの利用者は高齢者や身体

の弱い方、障害のある方、幼い子供づ

れが多く、多少、発車までに時間がか

かってしまうことがあり、定時性の確

保については、あまり無理なきようお

願いしたい。

ご意見については、参考にしたい。

第３章 交通政策の基本的な考え方

1 自動車の通行を制限し、自転車や公

共交通機関+徒歩というウォーカブル

な遊歩道の道路設計について検討し

てほしい。

各交通による移動の安全性や快適性を

向上させるため、公共交通ネットワーク

を支える幹線道路等の整備を推進すると

ともに、自転車の通行環境の整備につい

て検討を推進していく。

また、歩きたくなる道路等の考え方に

ついては、各まちづくりにおいて検討し

ていく。

2 自動運転を視野に入れた、小回りが

きく小型の公共交通機関の導入につ

いて検討してほしい。

自動運転や MaaS、小型モビリティ等の

新技術に関して、事業者による取組状況

や導入に向けた課題等について関係者間

で共有し、適切な役割分担のもと、円滑な

普及に向けた取組を推進していく。



3 自転車利用者の危険運転、違法走行

が多すぎる。その対策としてのマナー

講習では、意識は改善されない。法的

対応、乗り入れ禁止や横断時の取り締

まり強化が必要である。

自転車通行環境の整備が示されて

いるが、歩道走行可であれは意味がな

い。また、歩道上にて視覚的分離によ

り整備されている自転車通行空間で

は、自転車専用レーンでの走行が守ら

れておらず、歩行者が自転車をよけ

て、自転車専用レーンに入るといった

矛盾が生じている。自転車通行空間の

整備について、今後、増加しないよう

検討して欲しい。

自転車利用者に注意喚起を促す看板等

の設置、自転車安全利用講習会の開催や

区報・ホームページでの啓発、警察と協力

した街頭での啓発活動等を引き続き行

い、自転車利用者の交通ルールの遵守及

びマナーの向上に努めていく。自転車利

用者への交通ルールの指導及び取締りに

ついては、警察署に要請する。

また、各交通による移動の安全性や快

適性を向上させるため、自転車の通行環

境の整備について検討を推進していく。

ご意見については、参考にしたい。

第４章 交通政策基本方針の推進に向けて

－ － －

第５章 資料編

1 路線バスの区内南北のネットワー

ク化は、路線延長が長くなり、定時性

の確保の問題を生むのではないか。乗

り換え割引があると嬉しいが、現状が

シンプルで便利なため、煩雑になるか

もしれない。

まちの拠点間をつなぐ最適な公共交通

ネットワークの構築について公民の連携

と地域との協働で推進していく。ご意見

については、参考にしたい。

2 ウォーカブルな道や広場というの

は、歩行者のほかに、クルマだけでな

くバイクや自転車がいないことが条

件ではないか。

中野区は、バイクの歩道走行が多

い。違法行為がなくなるようお願いし

たい。

オートバイ利用者等に対する注意喚起

を促す看板等を設置し注意喚起を行って

いく。交通ルールの指導及び取締りにつ

いては、警察署に要請する。

また、歩きたくなる道路等の考え方に

ついては、各まちづくりにおいて検討し

ていく。

その他

－ － －


